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ヵウントダゥン！ほくほく線

　2月23目、新潟市の㈱新潟鉄工所大山工場で

北越急行の新型普通車両の完成披露が行われま

した。白地に濃紺と赤の線が描かれシンブルな

デザインが印象的。来春の今ごろは開業準備。

「もういくつ寝ると？Jという気持ちですね。

主
な
内
容

巣立ちの季節・………………・・④～⑥

健康倶楽部通信・……・…………・…⑦

小学校親善スキー大会……………⑧

みんなのトピックス……………⑩0

文芸・東京発…・……………・・…⑫⑬

お知らせ…・…・…………・………⑭⑮



HK－100型
インバーター制御

　直流電車

　
第
三
セ
ク
タ
ー
北
越
急
行
の
新
型

普
通
車
両
の
一
号
車
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
公
開
・
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
車
両
は
、
一
～
二
両
編
成
を
基
本

と
し
た
ワ
ン
マ
ン
タ
イ
プ
で
、
定
員

は
百
三
十
三
人
（
座
席
61
人
、
立
席

72
人
）
。
乗
降
が
容
易
と
な
る
よ
う
な

工
夫
や
大
き
な
窓
、
車
イ
ス
用
の
ス

ペ
ー
ス
等
も
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
積
雪
寒
冷
地
を
走
る
こ
と

か
ら
耐
雪
ブ
レ
ー
キ
や
ド
ア
レ
ー
ル

ヒ
ー
タ
ー
の
採
用
、
ト
ン
ネ
ル
区
間

が
三
分
の
二
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
火

災
事
故
対
策
や
充
分
な
冷
・
暖
房
装

置
を
採
用
し
ま
し
た
。
ト
イ
レ
は
各

駅
に
そ
れ
ぞ
れ
設
け
て
あ
る
た
め
車

両
内
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
乗
務
員
室
　
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
必

北
越
急
行

新
型
車
両
暑
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

要
な
設
備
を
整
え
る
と
共
に
　
列
車

運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
運
転

時
刻
表
・
車
両
故
障
情
報
・
各
機
器

の
取
扱
情
報
を
モ
ニ
タ
ー
へ
表
示
し
、

車
両
状
態
の
把
握
・
応
急
処
置
の
迅

速
化
を
図
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
客
室
内
　
二
ヵ
所
に
設
け
ら
れ
た

出
入
口
付
近
に
は
、
ロ
ン
グ
シ
ー
ト

を
、
中
央
部
に
は
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
を

そ
れ
ぞ
れ
配
置
。
客
室
全
体
は
暖
色

系
で
、
天
井
な
ど
は
ホ
ワ
イ
ト
と
ア

イ
ボ
リ
ー
を
、
腰
か
け
モ
ケ
ッ
ト
は

ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
色
彩
で
す
。
窓
は

一
枚
固
定
式
窓
で
、
熱
線
吸
収
ブ
ロ

ン
ズ
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
、
遮
光
性
や

保
温
性
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
月
末
で
全
九
両
が
完
成
、
秋
に

は
試
験
運
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

4月7日（日）朝7＝30～

冬の陣が全国放映ノ

　TBS（BSN）
　　「笑顔がいちばん！」

　3月9日・10日、楽しく盛大

に行われた『第9回越後まつだ

い冬の陣』の様子が、4月7日

の日曜日、T　B　S系で朝7時30

分から全国放映されることにな

りました。番組名は『笑顔がい

ちばん！』。これは、全国ふるさ

とづくり推進協議会と地域活性

化センターが主催する全国ふる

さとづくり広報事業のレギュラ

ー番組です。

　元気な松代町の様子を、遠く

離れた親戚や、友達に映像を通

して伝えましょう。

車体寸法図（単位mm）
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栄養価の高い

そばの実ジュース

（安塚町）

　
安
塚
か
ら
は
そ
ば
ジ
ュ
ー
ス
を

紹
介
し
ま
す
．

　
安
塚
町
は
気
候
、
土
質
な
ど
か

ら
昔
か
ら
米
作
り
の
盛
ん
な
地
域

で
す
。
ま
た
、
米
以
外
の
農
産
物

も
豊
富
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
に
何
か
付
加
価
値
を
つ
け
ら
れ

な
い
も
の
か
試
行
錯
誤
し
て
い
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
着
目
し
た
の
が
そ
ば

で
す
。
そ
ば
は
米
と
共
に
古
く
か

ら
栽
倍
さ
れ
、
身
近
な
穀
物
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
そ
ば
を
用
い
た
商
品
が
そ

ば
の
実
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

　
そ
ば
は
食
物
繊
維
を
多
く
含
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
米
の
二
・

五
倍
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
食
物

繊
維
は
水
分
を
吸
う
力
が
強
く
、

便
秘
や
毒
性
制
御
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
増
加
抑
制
な
ど
に
効
果
が

あ
り
、
人
間
の
代
謝
作
用
に
有
効

に
働
き
ま
す
。

　
安
塚
産
の
そ
ば
粉
を
使
用
し
、

加
え
る
素
材
に
も
徹
底
し
て
こ
だ

わ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
そ
ば
の
実
ジ
ュ
ー
ス
は

は
ち
み
つ
レ
モ
ン
味
、
抹
茶
味
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
味
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

味
が
あ
り
ま
す
。
雪
だ
る
ま
温
泉

と
、
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
に
オ

ー
プ
ン
し
た
雪
だ
る
ま
物
産
館
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物
産

館
で
は
製
造
過
程
も
一
部
見
学
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
新
た

に
そ
ば
シ
ェ
イ
ク
、
そ
ば
ア
イ
ス

も
仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
雪
だ
る
ま
温
泉
で
温
ま
っ
た
後

や
ス
キ
ー
後
の
一
息
に
そ
ば
の
実

ジ
ュ
ー
ス
を
一
杯
ど
う
ぞ
。
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平成8年度

の補助枠は

高
く
各
市
町
村
で
申
し
込

し
た
た
め
、
県
で
は
昨
年

村
毎
の
補
助
枠
を
決
め
ま

年
度
の
補
助
枠
内
示
は
ま

せ
ん
が
、
当
町
で
は
五
十

に
県
に
お
願
い
す
る
予
定

50件を予定しています。

　
へ

　
課

　
設

　
建

　
場

　
役

　
で
こ

　
ま
前

甜
末
勅

込
月
着

し
5
事

申
　
　
工

お
　
　
平
成
五

　
　
皆
様
に
大

　
　
「
克
雪
住

　
　
年
度
の
受

　
　
い
ま
す
。

　
　
こ
の
事

　
　
ま
た
は
、

　
　
町
か
ら
合

　
ま
で
の
補

　
　
で
、
今
ま

　
年
度
四
＋

　
合
計
百
四

　
し
た
。

　
　
人
気
が
・

　
み
が
急
増

　
よ
り
市
町

　
し
た
。
呑

　
だ
あ
り
ま
、

　
戸
を
め
ど
」

業
は
、
克
雪
住
宅
を
新
築

増
改
築
し
た
人
に
、
県
と

わ
せ
て
最
高
四
十
四
万
円

助
金
が
交
付
さ
れ
る
制
度

で
に
五
年
度
四
十
件
、
六

七
件
、
七
年
度
六
十
二
件

十
九
件
の
申
請
が
あ
り
ま

年
度
よ
り
事
業
が
行
わ
れ

変
ご
好
評
を
博
し
て
い
る

宅
普
及
促
進
事
業
」
の
八

付
を
、
四
月
一
月
よ
り
行

必ず手続きを

で
す
．

　
工
事
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

役
場
建
設
課
に
必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
八
年
度
の
申
込
希
望
調

査
は
す
で
に
終
わ
っ
て
お
り
、
補
助

枠
を
は
る
か
に
越
え
た
申
し
込
み
が

あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
な
し
に
工
事

が
行
わ
れ
た
場
合
の
事
後
申
請
に
つ

い
て
は
一
切
補
助
金
は
出
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
し

込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
次
の
と
お

り
で
す
．

　
な
お
、
町
外
、
ま
た
は
県
外
の
施

工
業
者
の
進
出
が
最
近
目
立
っ
て
き

て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
と
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
も
業
者
が
地
．
元

で
は
な
い
の
で
解
決
に
時
間
が
か
か

り
、
時
に
は
泣
き
寝
入
り
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
業
者
選
定
の
際
に
は
、
く
れ
ぐ
れ

も
「
慎
重
」
に
お
願
い
し
ま
す
。

お願いします。
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温水、ヒート
パイプにより
加熱

）

戸

，　添付書類………一……一…一一…………一…一一一………一…一……・…一……………一一一……一．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コi　●補助金申込書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　　1．新築・増築・改築の場合…建築確認通知書の写し、建築工事届けの写　i
ロ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

：　　　　　　　　　　　　　　　　し又は住宅金融公庫申込結果通知の写し。　i
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じi　　2．改良の場合…建物の登記簿謄本又は固定資産税証明書　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ

i　　3．高床落雪式…案内図、配置図、屋根伏図、屋根部分の詳細図、基礎伏　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　　　　　　　　　　図、高床部分の詳細図　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　

i　　　融　雪　式…案内図、配置図、装置設置部分の見取図（屋根伏図に設　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ

i　　　　　　ロ　　　置部分を示したもの）、融雪メーカー及び装置名　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ

i　　　耐　雪　式…案内図、呪置図、各階平面図、軸組図、小屋伏図、立面　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ

i　　　　　　　　　　図（雪庇対策の判るもの）、構造計算書等　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
コ

：　　4．克雪住宅化に必要な工事費内訳書　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
コ

1　●補助金交付申請書兼実績報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　

：　　1．完成写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ペ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　　2。高床落雪式…屋根施工中の写真、基礎の高さが確認できる写真　　　　i
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　　　　融雪式…融雪装置の融雪部及び加熱部分の設置が確認できる写真　　　’i
コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　　　耐雪式…軸組、鉄骨建方及び躯体の組立等が完成した写真　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　　3。工事請負者の証明（工事計画図に基づき適正に施工した証明）　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　　4．工事請負契約書の写し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
ロ

i　　5．克雪住宅化に要した工事費内訳書　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ

：　　6．請求書及び領収書の写し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
じ

i　（注）　所定の手続きによらず事後申請については、補助金を受ける事が出　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ

1　　　　来ませんので充分ご留意ください。　　　　　　　　　　　　　i●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1
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いろんな想い出を胸に

はばたこう！　
￥今

明日を信じ

夢をもって…

　
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、
大
き
な
希
望

を
抱
き
な
が
ら
松
代
中
学
校
を
後
に
す
る
今
年

の
卒
業
生
は
、
五
十
六
人
。
九
年
間
に
も
及
ぶ

義
務
教
育
を
終
え
た
生
徒
た
ち
は
、
み
ず
か
ら

目
指
し
た
道
へ
と
元
気
に
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
道
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
、
中

学
校
時
代
の
思
い
出
や
友
人
を
大
切
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
二
十
一
世
紀
は
、
す
ぐ
そ
こ
で
す
。
大
き
な

目
標
・
夢
を
抱
き
、
は
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。

謬晦鰹璽黙

　茎　　蝦

　　　董

　池田和広
新しい志を胸に…。

鰹
綿

，
讐
一

叢
．
・

　石田　　一
みんないい人達だっ
た。

．
欝

　
　
轟
難

驚

　大野友斉
これからは生き甲斐
をもって生きていき
たい。

辮

　小堺　寿幸
なにごとにも挑戦す
る。

　驚　　　・灘

　櫻澤祐一
二年の時がとっても
楽しく思えた年だっ
た。

竃
　
塗
　
　
．

　　佐藤俊之
Challenge　　is
　　　　　　my　life．

▽繋螺

　鞭鱗

　関谷　芳明
まんとにありがとっ

　
　
灘
．

激　
瀞
．

　
の

　
つ

幸
持
飢

孝
を
で

　
店
私

橋
に
の

高
後
こ

　
野

　
－
‘

　
醐

　
　
叢

き
　
　
　
　
　
　
　

　
瀞

　
　
、
驚

　
　
一
3

　
　
て

　
　
し

守
そ

　
　
ヤ
　
　
の

じ
　
　
　
ヤ
つ
ら

・
橋
捷
な

高
鱈

　
　
あ
さ

鍵鑑

　
埴

行
こ

秀
の
。

田
洗
似

牧
製

　
何
考

縢

拳

麹

　
て

　
し

宏
そ

伸
、
。

　
ら
ヤ
つ

岡
な
絶

室
う
カ

　
よ
り

　
さ
あ

駄

鷲

頬を燃、

　
　
り

　
　
あ

　
徳
も

　
芳
く
。

、
　
　
長
り

彗
　
　
　
、
あ

　
“
間
も

　
籾
年
く

　
　
3
短

蝋轡難鱒膨4藤纈i

二
壌
攣

　
　
毒

　
て
の

誠
碕鱒

畔
勝縢

　　馨燃

盤

　山本貢弘
三年間にたくさんの
友達や、思い出を作
れた。
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　　『趣
　　禰卜　瀕藤婁i

　　　　　　、　’麗　　　賄　蕪．・
　　　購・・欄　ン…不　　臥

　　．』験塩

　　　　　難難

顧　　％｝

愚繍葦

　　擁
　　＝薫
　、r瀞

軌鍵鱒
　．『翫・螺‡照

　　　　　／／／
　　　写彫　　　’厩＝

　　．』騒．

郷　　　劃騰蝋．

　職く瀬離　　．『＄

瀟鑛灘
・難．献、葦灘

　、灘

　　　　　z　　　　　〆4！

　　襲＿＿
　　’緯噸醸　　・

　　　　鶴灘　　毒

　　　灘講葦…

澱

繋晦・・灘＿、

嫡藤

　巌、灘’　“
　燃．，穂礁護

簾　　難灘
・　辮　　　　．ガ

繭ひ　　　・職羅i

　鶏　　螂

　　』鼎馳　　　　　　　＝

駄
1

　　　麟轟……
i　＿　　　　淵噸　＝｝

　麟　，蕪野
　避響饗雛

　　　．灘

　　　　誠　齋藤由香里
今までの努力？
　これからの努力！

　小松千恵美
3年間の思い出は、
私の一生の宝物。

　小嶋ひろみ
今の友達とこれから
もいい仲でいたい。

　草野　明子
精神的にも成長でき
て良かった。

　相澤真知子
3年分の思い出を忘
れず、未来の私へ
　　Challenge！

　　　　』『’萎…欝

　　　Ψ　　　琴　　　‘

　若月　知広
この3年間は本当～
～～に疲れた（夜）

　米持
ありがとうございま
した。

漂

』瓢

　若月　裕美
今の友達とずっと仲
良くいい友達でいた
いo

継
騨

嚢鑑

　柳　真梨子
大人になっても、子
供のような大人にな
ケ）たい。

慧

．．議

　
取

子
た

聖
し

　
実
。

　
充
た

　
　
し

口
く
才

杣
し
送

　
楽
を

一辮

轟

　
ま

　
せ

茜
ご

　
過

　
く

村
し

中
ら
・

　
分
た

　
自
し

　ぬ　
照削講

灘

眼N

　富澤可奈子
濃い3年間だった。

鷺

ザ
叢

　武田　絵美
三年間で大切なもの
がいっぱいできた。

懲

薫鷺

曝澱　4％i
　関　　郁枝
みんなと過ごした日
々、とてもよい思い
出です。

その時

きみは

、

0歳
　
今
年
の
中
学
校
卒
業
生
は
昭
和
5
5
年
4
月
か

ら
5
6
年
3
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。
そ
の
頃
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
機
会
に
み

ん
な
で
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲
昭
和
5
5
年
は
、
六
十
年
に
一
度
の
い
わ
ゆ
る

庚
申
の
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
八
十
年
代
幕
あ

け
の
年
で
、
激
動
を
告
げ
る
よ
う
な
様
々
な
事

件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
政
界
で
は
、
大
平
首
相

が
急
死
し
、
鈴
木
内
閣
が
成
立
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
誕
生
し
ま
し
た
．
プ

ロ
野
球
で
も
、
野
村
捕
手
や
王
選
手
が
現
役
を

引
退
。
ま
た
、
芸
能
界
で
七
十
年
代
の
ア
イ
ド

ル
、
山
口
百
恵
さ
ん
も
惜
し
ま
れ
な
が
ら
の
引

▲辛いがやりがいのあった

　　　　　　　　　廃品回収

鞍

　
足

　
遠

　
リ

た
バ

つ
ン

か
ガ

し楽▼

麗

　　　瀬騨

　繋瀟縷．薮、

繍輔
藷

　
　
潔
鍵

繋 製濯 　
灘
　
　
響

漉幽　　　畷

饗
　
　
　
　
　
　
べ
く
く瀞

　
　
『
驚
種

　
φ

二
棲

騰響『

　獺
　磁

糠

灘

　　　　薙

　鈴木　義昭
平和で、短い三年間
だったと思うのです
カご……。

　菅井　史郎
Good．bye
　　school　life．

　小堺　強司
沢山の汗たちよ！！
今どこにいる。連絡
くれH。

　石ロ　　淳
ごっっい三年間だっ
たと思う。

　五十嵐隼人
オラ、ビーバー、
3年間子づくケ）さ！！

　五十嵐大介
波乱バンジョーの、
太くて短い三年間だ
った。

　相澤　秀幸
楽しく、短い三年間
だった。

一
騰

麟

講

　山賀　　歩
どろどろの3年間を
過ごした。

櫛　　　　磁

購＝

酬　蹴

壁蟹“

　柳　　裕介
ベリーベリーハツピ
ーな3年間だった。

雛轍 　
　
灘

　
　
灘

　
　
　
蝋

　柳　　英樹
3年間、たのしかっ
た。

礁　
灘　
轍

　　を　　　毒

　柳　　直行
たくさん学んだ。

騰

心蝋
轟

　
騰

　柳　　敏仁
三年間、一生懸命生
きた。

膿

　松山　恭平
とってもよろしゅう
ございました。

灘轍
、 　
麟

　
　
騰
．

　富澤　　元
Ah～教祖様。
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鐘箋

麟

議

　市川　　愛
みんな、おばあちゃ
んになっても友達だ
よ。

’1

撫　　襲麟

臆撫

　
し
　
才
う

　
こ
よ

美
・

　
の
し
　

絵
舞
に

　
緒

口
愛
一

石
乱
。

　
正
か
ね

蹴．．

蝋　　　’

　ヤ　｝璽1懸
讐

繊

鐵

　　　　　　　懸

　　　　　　　　　図、

　池田友紀子　　　池田さよ子
友達と過ごした3年　茜とゆっこと明子。
間、楽しかった。あ　これからもよろしく
りがと。　　　　　　ね。

簾
』
．
．
；
講

驚
臨
浦
瑳

憂
　
　
　
蟻

　池田　　茜
今度は、マジメにな
る！当分はサブで過
ごそっ。

燃
　
蝋

　
　
た

吾
加語月

　
・

若
響

　
　
三
で

縫 　
　
羅

’

　山岸　克敏
2年のころが、めち
ゃくちゃ楽しかった
と思う。

　
1
　
　
　
蚕
　
　
と
㊧

　
　
　
　
．
逸

　
　
　
　
髪
　
　
　
　
っ
”

獲
縷
　
　
子
ず
糺

　
　
　
　
　
懸
柳
㍉

　
　
　
　
へ
N
、
　
　
　
絵
と

蝋
　

　
の
よ
茜

た
、

子
つ
こ

明
か
よ

“
開
し
さ

ヲ谷
楽
・

長
発と

ゆ

蝋　　　　謙噸顧職

轍
丈

　　　　　　　ちに　澱　　　　z％

　南雲　望美
とても短い3年間だ
ったけど楽しかった。

．一蝋

講慧 襲慧
篇

　
　
　
糟
鳩

　
　
　
　
ぼ

舞
　
、

醗
麟
…

』愚澱曙罰“
　関　　祥枝　　　鈴木　　舞
いっぱい楽しい三年　愛、絵美、正子。
間でした。　　　　　みんな私の

Best　friends．

購

鱗

　佐藤　由希
とても楽しい3年間
でした。

醸

、畿

醸

燃

燕瀟
繋

　小林桂子
Thank　you．You

gave　many
　memOrleS　tO　me．

1一」降1，器o撚．
　　　　　　　　　　展深檀燭書　　469c鵬
　　　　　　　　　　鍛深”　巳川2川
　　　　　　　　　　根望君朋刷1561咽

㎜
㎜
櫛
㎜
㎜
㎜
o

　1981～82
降¶計1，195c■

騒深積『　　213cロ

鍛深”2川川
根¶期岡　140川轟1

11月　　　　　置2月　　　　　1 2 3月 4月 5η

轍

退
、
そ
の
著
作
『
蒼
い
時
』
は
発
売
一
カ
月
で

百
万
部
を
突
破
、
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
の
記
録
を

作
り
ま
し
た
。
▲
町
で
も
、
中
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
が
完
成
し
、
六
月
二
十
四
日
に
は
ナ
イ
タ
i

施
設
が
稼
働
。
そ
れ
ま
で
の
早
起
き
野
球
が
夜

間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
重
要

文
化
財
『
松
苧
神
社
』
の
解
体
修
理
や
、
林
道

松
苧
山
線
の
工
事
が
着
工
、
広
報
の
紙
面
も
、

従
来
の
横
版
か
ら
縦
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

▲駅伝、室野中継所

「楽」より「苦」

を選んで「喜」を

得よ！

　　（樋ロ重正）

懸 雛

3年問の思い出を

胸に、大きくはば

たいて下さい。

　　（木澤純）

「前進あるのみ」

自分の力を信じ、

一歩一歩すすんで
下さい。

　（井上久美子）

　　　　　　　　　　　　熱棄羅

　　　　を見つめることので
階きる目を持てるよう

　　　　　　　（内藤浩悟）

担
任
よ
り
ひ
と
こ
と
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成
人
病
予
防
教
室
で

お
じ
や
ま
し
ま
し
た
～
！

こ
と
を
や
っ
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
～
す
。

　
糖
尿
病
を
代
表

に
様
々
な
成
人
病

が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
予
防
の
ひ
と

つ
が
食
事
の
摂
り

方
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
．
早

い
話
が
バ
ラ
ン
ス

で
す
よ
．
し
か
し

バ
ラ
ン
ス
を
取
る

に
は
、
ど
の
食
品

が
ど
ん
な
仲
間
に

　
ド
カ
ン
と
雪
が
降
っ
た
今
年
の
冬

み
な
さ
ん
大
変
で
し
た
ね
。
も
う
、

疲
れ
は
と
れ
ま
し
た
か
？

　
そ
し
て
、
も
ち
王
国
松
代
町
の
季

節
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
で
す
よ
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ん
め
え
モ
チ
を
上
手
に
食
べ
て
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
毎
年
、
全
集
落
に
お
じ
や

ま
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
成
人

病
予
防
教
室
で
は
、
松
代
町
の
健
康

に
関
す
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
こ
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
つ
と
、

入
る
の
か
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
～
。
と
い
う
こ
と
で
、
や

っ
て
み
ま
し
た
．

“
グ
ル
ー
プ
対
抗

　
　
　
食
品
分
け
ゲ
ー
ム
”

★
た
ん
ぱ
く
質
の
仲
間

★
カ
ル
シ
ウ
ム
の
仲
間

★
緑
黄
色
野
菜
の
仲
間

★
淡
色
野
菜
と
果
物
の
仲
間

★
穀
類
・
い
も
類
・
砂
糖
の
仲
間

　
　
（
今
回
、
油
脂
類
は
省
略
）

　
食
品
力
ー
ド
を
五
つ
の
仲
間
に
分

類
し
て
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
や
っ

て
み
ま
す
か
。
さ
あ
、
絵
を
見
て
当

て
は
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
正
解
は
、
こ
の
頁
に
あ
り
ま
す
）

郷嬢．奪，

　
グ
ル
ー
プ

に
よ
っ
て
、

分
類
に
大
き

な
差
が
あ
り

ま
し
た
。

　
例
え
ば
、

ご
飯
や
パ
ン

が
た
ん
ぱ
く

質
に
、
そ
ば

や
大
き
な
魚

“
、

暑の8
　by
保健婦

　　　壕！y（潔へくぷ／…星＊搬・壕｝身・巌嶺

ゑ身’しき〉鳶ギノγ⊃q詳…蜘畜・牽癌房翼

　Cンy銘鯉1へ！yq！ソ⊃1………牽猛弓翼醤

⊃舶曳⑲コ⑲烹魚僻・…・・…▽444／4

　　　マcマ’2準マ………墓＞ヂ，γマ

　　　　　　《鶴　…E》

カ
カ
ル
シ
ウ
ム
に
、
き
ゅ
う
り
が
緑

黄
色
野
菜
に
、
り
ん
ご
や
み
か
ん
も

緑
黄
色
野
菜
に
入
っ
ち
ゃ
う
こ
と
が

た
っ
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
同
じ
よ
う
な
勘
違
い
を
し
て
い
ま

し
た
よ
。
食
推
さ
ん
は
さ
す
が
に
分

か
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。

　
あ
っ
、
そ
う
そ
う
漬
物
は
ど
こ
に

も
入
り
ま
せ
～
ん
。
残
念
で
し
た
。

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
い
る
と
思

っ
て
い
た
の
に
、
実
は
同
じ
仲
間
し

か
食
べ
て
い
な
か
っ
た
か
な
あ
、
な

ど
な
ど
気
が
つ
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

O
K
で
す
。

　
成
人
病
予
防
教
室
に
参
加
い
た
だ

い
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
家
族
の
方
に
も

お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

一一一一閣一圏－一ロー聞一一ロー一一一一一－一臼一一一一嘲一一一臼一一一一一一－一聞一薗一－一圏一一一－一一一一一一一一閣一一一噂一剛一目一聞一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿

国
民
年
金

　
　
　
　
コ
ー
ナ
ー

　
　
「
国
民
年
金
」
は
老
後
の
生
活
を

安
心
か
つ
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
に
も
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
を
受
け
た
時
や
、
一
家
の
働
き

手
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
も
年
金

は
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
年
を
と
っ
た
時
（
原
則
と
し
て

　
　
6
5
歳
か
ら
）
亭
老
齢
基
礎
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期

間
を
含
む
）
が
2
5
年
以
上
あ
る
こ
と
。

●
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
時

　
　
　
　
　
　
　
号
障
害
基
礎
年
金

　
保
険
料
納
付
期
間
な
ど
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
被
保
険
者
が
、
病
気

や
ケ
ガ
に
よ
り
障
害
者
と
な
っ
た
時

●
亡
く
な
っ
た
時
（
遺
族
の
方
に
）

　
　
　
　
　
　
　
亭
遺
族
基
礎
年
金

　
保
険
料
納
付
期
間
な
ど
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
被
保
険
者
、
ま
た
は

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た

し
た
人
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
子
ど

も
の
い
る
そ
の
人
の
妻
、
ま
た
は
、

子
ど
も
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
※
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
へ

　
子
が
1
8
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

　
初
の
3
月
3
1
日
ま
で
（
障
害
者
は

20
歳
未
満
）

障害基礎年金／遺族基礎年金老齢基礎年金

※病気やケガで障害を受けたり、亡くなったとき

盆
20罵

l歳1国
無i魏、ii灘撫…：繰

強制加入期間

●加入25年で老齢基礎年金の←→●20歳になったら
受櫃格を満たします　聾国民の全員が加

（馨簿欝）篠生も加入・

　　　　　　　　任思加入期間購

●老齢基礎年金の　●加入は60歳まで

　支給開始　　　　　ですが、希望者

（灘麹駅歳まで任意

7



自
治
宝
く
じ
助
成
金
で
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
マ
ー
導
入
！

　
こ
の
ほ
ど
町
の
ス
キ
ー
場
に
ス
ポ

ー
ツ
タ
イ
マ
ー
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
っ
て
、
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入

れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に
、
各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
町
内
で
行
わ
れ
る
ア
ル

ペ
ン
競
技
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

距
離
競
技
　
2
キ
ロ

▼
四
年
以
下
男
子
〈
参
加
1
9
人
〉

①
関
谷
　
和
樹
（
松
代
）
　
8
分
58
秒

②
鈴
木
　
圭
一
（
松
代
）
　
9
分
52
秒

③
五
十
嵐
真
悟
（
松
代
）
　
10
分
02
秒

▼
四
年
以
下
女
子
〈
参
加
1
7
人
〉

①
関
谷
　
智
美
（
松
代
）
　
9
分
2
9
秒

②
関
谷
　
有
希
（
松
代
）
　
10
分
53
秒

③
若
月
ゆ
か
り
（
孟
地
）
　
n
分
01
秒

▼
五
年
女
子
〈
参
加
4
人
〉

①
佐
藤
　
美
春
（
奴
奈
川
）
9
分
31
秒

②
若
井
　
広
美
（
松
代
）
　
1
0
分
2
3
秒

③
邨
山
あ
ゆ
み
（
奴
奈
川
）
1
3
分
3
9
秒

▼
六
年
女
子
〈
参
加
1
4
人
〉

①
高
橋
亜
由
美
（
松
代
）
　
9
分
02
秒

②
井
上
　
佳
子
（
松
代
）
　
9
分
1
6
秒

③
市
川
　
一
恵
（
松
代
）
　
9
分
34
秒

距
離
競
技
　
3
キ
ロ

▼
五
年
男
子
〈
参
加
1
7
人
〉

①
若
月
■
　
純
（
奴
奈
川
）
1
1
分
51
秒

②
池
田
　
　
翔
（
松
代
）
　
n
分
5
8
秒

③
小
嶋
　
　
哲
（
孟
地
）
　
12
分
0
3
秒

▼
六
年
男
子
〈
参
加
1
5
人
〉

①
関
谷
　
則
和
（
松
代
）
　
9
分
5
6
秒

②
小
堺
　
直
人
（
松
代
）
　
1
0
分
0
9
秒

③
池
田
　
吉
聡
（
松
代
）
　
1
0
分
1
5
秒

リ
レ
ー
2
キ
ロ
×
3
人

▼
小
学
校
女
子
リ
レ
L

①
松
代
小
学
校
A
　
2
9
分
1
0
秒
7
2

（
関
谷
智
美
・
井
上
佳
子
・
高
橋
亜

　
由
美
）

②
孟
地
小
学
校
　
　
3
1
分
4
3
秒
2
7

（
菅
井
那
弥
子
・
佐
藤
め
ぐ
み
・
柳

　
麻
奈
美
）

キ
i
大
会
は
も
ち
ろ
ん
、
陸
上
競
技

の
計
測
に
も
役
立
ち
そ
う
で
す
。

　
上
の
写
真
は
、
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
キ
ー
場
で
毎
週
行
わ
れ
て
い
る
ナ

イ
タ
r
サ
ー
キ
ッ
ト
で
使
用
し
て
い

る
様
子
で
す
．

　
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
の
．

お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
へ

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
智
七
－
二
三
〇
一

〈
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
マ
ー
［
式

I
　
I
　
I
　
一
　
I
　
I
　
I
　
I
　
I
　
I
　
－
　
I
　
I
　
I
　
璽
　
－
　
曝
　
－
　
腫
　
6
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
－
　
1
　
匿
　
I
　
I
　
願
　
ー
　
一
　
ー
　
l
　
l
　
I
　
■
　
ー
　
－
　
I
　
I
　
巳
　
置
　
－
　
騒
　
－
　
匿
　
匿
　
匿
　
I
　
I

③
松
代
小
学
校
B
　
3
2
分
1
9
秒
7
8

（
若
井
広
美
・
関
谷
有
希
・
市
川
一

　
恵
）

▼
小
学
校
男
子
リ
レ
ー

①
松
代
小
学
校
A
　
跨
分
54

秒
5
7

（
関
谷
則
和
・
池
田
吉
聡
・
小
堺
直

　
人
）

②
松
代
小
学
校
B
　
2
8
分
54
秒
64

（
齋
藤
雄
治
・
関
谷
和
樹
・
柳
弘
）

③
奴
奈
川
小
学
校
　
3
0
分
0
5
秒
2
5

（
山
岸
明
人
・
若
月
純
・
佐
藤
美
春
）

ア
ル
ペ
ン
競
技

　
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
・

　
（
大
回
転
、
松
代
小
学
校
の
み
）

▼
四
年
以
下
男
子
〈
参
加
1
1
人
〉

①
平
澤
　
昴
也
　
　
　
1
分
22
秒
0
6

②
柳
　
　
達
也
　
　
　
1
分
3
5
秒
92

③
池
田
　
　
隼
　
　
　
1
分
4
1
秒
2
3

▼
四
年
以
下
女
子
（
参
加
1
7
人
）

①
鈴
木
　
久
代
　
　
　
1
分
2
4
秒
8
6

②
柳
　
奈
緒
子
　
　
　
1
分
2
5
秒
54

③
柳
　
安
由
美
　
　
　
1
分
4
3
秒
8
7

．
▼
五
年
男
子
〈
参
加
1
3
人
〉

①
関
谷
　
佑
太
　
　
　
1
分
3
5
秒
7
4

②
池
田
　
佳
紀
　
　
　
1
分
38
秒
64

③
鈴
木
　
正
義
　
　
　
1
分
4
5
秒
9
5

▼
五
年
女
子
〈
参
加
1
4
人
〉

①
瀬
沼
　
樹
里
　
　
　
1
分
1
7
秒
9
3

②
鈴
木
　
宏
美
　
　
　
1
分
2
4
秒
72

③
柳
　
　
優
花
　
　
　
1
分
4
5
秒
5
7

▼
六
年
男
子
〈
参
加
1
2
人
〉

①
富
澤
　
一
起
　
　
　
1
分
2
3
秒
62

②
関
谷
　
嘉
明
　
　
　
1
分
3
0
秒
2
1

③
高
橋
　
勇
太
　
　
　
1
分
33
秒
3
7

▼
六
年
女
子
〈
参
加
7
人
〉

①
関
谷
　
詠
美
　
　
　
1
分
4
0
秒
7
7

②
平
澤
奈
々
恵
　
　
　
1
分
4
0
秒
8
5

③
鈴
木
　
　
望
　
　
　
1
分
4
2
秒
4
2

欄　懸獺騨
　ア弊雛影卜

　
三
月
と
四
月
は
、
卒
業
、

就
職
と
慶
事
の
多
い
季
節
で
す
。

た
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
、

を
出
す
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

祝
儀
と
不
祝
儀
を
問
わ
ず
、

お
く
べ
き
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　
現
金
を
贈
る
場
合
、
現
在
で
は
市

販
さ
れ
て
い
る
祝
儀
袋
や
不
祝
儀
袋

を
使
う
の
が
一
般
的
で
す
。
慶
事
は

結
婚
祝
の
「
寿
」
入
学
や
就
職
祝
の

「
御
祝
」
そ
の
ほ
か
に
「
御
礼
」
な

・
ど
が
あ
り
ま
す
。
弔
事
は
「
御
霊
前
」

「
御
香
典
」
や
「
志
」
な
ど
で
す
。

豪
華
な
袋
に
少
額
の
お
金
を
包
む
の

も
お
か
し
な
も
の
で
す
し
、
そ
の
逆

も
同
じ
と
い
え
ま
す
。
袋
は
包
む
金

額
に
合
わ
せ
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

「
御
霊
前
」
は
仏
教
（
四
十
九
日
ま

で
）
、
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
す
べ
て
に

「
御
香
典
」
は
仏
教
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
表
書
き
を
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
く
人

が
い
ま
す
が
、
毛
筆
で
書
く
の
が
礼

儀
で
す
。
字
が
下
手
で
も
、
丁
寧
に

楷
書
で
書
き
ま
し
ょ
う
。
墨
の
色
は

　一

ナマいたきおてえ覚入
学
、

　
　
ま

不
祝
儀

知
っ
て

8



ふ
る
さ
と
白
慢
写
真
展
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
自
慢
写
真
展
」
に
は
九
十
四
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
二
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
作
品
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
が
自
慢
で
き
る
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
景
や
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
な
ど
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
、
ふ
る
さ
と
自
慢
大
賞
が
一
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
自
慢
賞
五
点
、
入
選
八
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
松
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
博
さ
ん
の
作
品
「
田
野
倉
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
に
遊
ぶ
」
楽
し
そ
う
な
春
の
田
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
公
園
で
遊
ぶ
家
族
を
撮
っ
た
も
の

保
健
所
主
催
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
！

〈
テ
ー
マ
〉

子
供
の
ア
レ
ル
ギ
i
疾
患
に
つ
い
て

〈
講
師
〉
上
越
総
合
病
院
副
院
長

　
　
　
小
児
科
医
長
　
雅
楽
川
　
隆

〈
会
場
〉
上
越
市
中
央
丁
十
六
⊥

　
上
越
市
レ
イ
ン
ボ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

智
0
2
5
5
－
4
4
1
2
1
1
2

〈
日
時
〉
3
月
2
6
日
（
火
）

　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉
上
越
保
健
所

　
地
域
保
健
課
　
担
当
・
五
十
嵐

智
0
2
5
5
－
2
4
－
6
1
3
3

で
、
構
図
や
ア
ン
グ
ル
な
ど
や
は
り

す
ば
ら
し
い
で
き
ば
え
で
し
た
。

　
以
下
、
入
賞
者
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

★
ふ
る
さ
と
自
慢
大
賞
（
一
点
）

「
田
野
倉
公
園
に
遊
ぶ
」

　
　
　
　
　
松
代
．
五
十
嵐
博

★
ふ
る
さ
と
自
慢
賞
（
五
点
）

「
ぼ
ん
ぼ
焼
き
」

　
　
　
　
小
荒
戸
笠
原
等

「
松
苧
神
社
参
道
」

　
　
　
　
犬
伏
け
や
き
の
会

「
史
跡
探
訪
」
　
　
　
太
平
友
の
会

「
さ
さ
ゆ
り
6
8
号
」

　
福
島
ふ
る
さ
と
文
化
を
守
る
会

「
あ
じ
さ
い
園
植
栽
」
　
　
同
　
右

▼大賞作品

★
入
選
（
八
点
・
氏
名
の
み
）

「
春
の
彼
岸
詣
り
」
　
関
谷

「
雪
上
運
動
会
」
　
　
佐
藤

「
千
秋
楽
の
夜
」
　
　
邨
山

「
伴
二
郎
の
ブ
ナ
林
」
樋
口

「
観
音
堂
拝
殿
」

伊重正八
良信平郎

　
　
　
　
儀
明
ふ
る
さ
と
学
習
会

「
黒
姫
と
蓬
平
集
落
」
西
潟
　
浩
平

「
豪
雪
の
町
並
み
」
　
西
潟
　
平
司

「
日
食
の
朝
」
　
　
　
小
山
　
武
司

灘：艶災鷺憲野　　　蟹

　　　　　　4ガ7θ～4が78
㊥r災害に備えて臼頃の火の用心，

7

を
　
め
し

き
　
高
ま

焼
。
を
し

野
す
識
く

や
ま
意
な

火
り
火
を

焚
な
防
災

に
く
が
火

も
多
人
る

と
が
一
よ

と
会
人
に

え
機
一
意
。

消
る
民
注
う

雪
す
住
不
よ

翻
D
．
，’

新潟県米穀販売業者

　　・研修説明会のお知らせ

　
新
食
糧
法
の
制
定
・
施
行
に
伴
う

新
し
い
販
売
業
者
制
度
の
仕
組
み
や

業
務
運
営
な
ど
に
つ
い
て
の
研
修
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
3
月
1
8
日
（
月
）

　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
午
後
4
時

【
会
場
】
上
越
市
本
町
5
丁
目
1
－

　
n
上
越
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
2
F

　
桜
費
0
2
5
5
⑯
2
6
1
1

【
講
師
及
び
演
題
】
　
「
新
食
糧
法
の

　
概
要
と
米
穀
販
売
業
者
の
役
割
」

新
潟
食
糧
事
務
所
長
　
長
田
俊
二
氏

【
販
売
業
の
登
録
に
関
す
る
説
明
】

　
米
穀
販
売
業
者
の
登
録
申
請

　
　
　
新
潟
県
稲
作
振
興
課
食
糧
係

【
受
講
対
象
者
】
米
穀
販
売
業
者

　
　
及
び
新
規
参
入
希
望
者
　
㎜
名

　
「
慶
事
は
濃
く
、
弔
事
は
薄
く
」
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
不
祝
儀
を
薄
く

書
く
の
は
、
悲
し
み
の
涙
で
墨
も
薄

く
な
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
氏
名
の
書
き
方
に
は
、
決
ま
り
が

あ
り
ま
す
。
慶
事
・
弔
事
を
問
わ
ず

水
引
の
下
で
袋
の
中
心
に
、
上
部
の

文
字
よ
り
小
さ
め
に
書
き
ま
す
。
連

名
は
三
人
ま
で
。
中
央
か
ら
書
き
出

し
、
は
じ
め
に
目
上
、
次
に
目
下
の

順
で
す
。
四
人
以
上
の
場
合
は
代
表

社
名
を
書
き
、
横
に
「
他
一
同
」
と

小
さ
く
入
れ
ま
す
。

　
包
み
の
折
り
方
は
、
慶
事
と
弔
事

で
は
違
い
ま
す
。
慶
事
は
、
幸
せ
が

何
度
も
重
な
り
福
を
受
け
と
め
る
の

意
味
か
ら
、
上
側
を
先
に
折
っ
て
下

側
の
折
り
返
し
を
上
に
重
ね
ま
す
。

弔
事
は
、
悲
し
み
に
頭
を
下
げ
る
の

意
味
か
ら
慶
事
と
は
逆
に
、
下
側
を

折
っ
て
か
ら
上
側
を
重
ね
ま
す
。
そ

し
て
、
水
引
を
か
け
ま
す
。
最
近
は

上
部
や
下
部
の
折
り
返
し
が
短
く
、

重
な
ら
な
い
包
み
を
売
っ
て
い
ま
す

が
、
覚
え
て
お
く
方
が
い
い
で
し
ょ

・
つ
。
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春一番．グ

いきいき

スポーツ教室
※①開催日時②会場③対象者

　④会費⑤教室開きの日

《バスケットボール教室》

①毎週火曜日（小学生）土曜日

　（中学生以上）PM7：00～8：30

②総合体育館③小学4年生以上

④3，000円（高校生3，500円）

⑤4月16日
《まつだい走ろう会》

①毎週日曜日　AM6：00～7：00

②役場前～町内③小・中・一般

④1，000円⑤4月21日

《空手・スポーツチャンバラ教室》

①毎週火・木曜日PM7：00～8：30

②総合体育館空手道場③小学1

年生以上④3，000円⑤4月9日
《体操教室》

①毎週火・木曜日PM6：30～8：30

②総合体育館③小学1年生以上

④1，000円／月⑤4月11日

《剣道教室》

①毎週水・金曜日PM7：00～8：30

②総合体育館柔剣道場③小学1

年生以上④2，500円⑤4月10日

《バドミントン教室》

①毎週金曜日　PM7：30～9：00

②総合体育館③小学1年生以上

④2，500円⑤4月19日

《アーチェリー教室》

①毎月第1・3水曜日（11月まで）

PM7：00～9：00②総合体育館

③高校生以上④無料⑤4月17日

《エアロビクス教室》

日程が決まり次第、お知らせし

ます。

※会費にはスポーツ安全保険料

　が含まれています。

※1ヵ月体験入学は、400円の
　保険料が必要です。

※参加申し込み者は、各教室開

　きの当日、それぞれの会場へ

　お集まりください。

【締め切り】3月21日（木）まで

詳しくは、総合体育館事務室へ

　　TEL7－3752　FAX7－3134
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趣
昧
で
集
う

　
　
　
　
　
莇
平
で
手
芸
教
室

　
毎
週
火
曜
日
、
莇
平
で
は
二
十
五

軒
の
お
母
さ
ん
方
が
手
芸
教
室
に
楽

し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
昨
年
か
ら
公
民
館

》
毎
週
火
曜
日
、
公
民
館
で

の
補
助
を
受
け
て
始
ま
っ
た
も
の
で

講
師
は
、
莇
平
い
ん
き
ょ
の
高
橋
利

助
さ
ん
と
、
上
の
山
高
橋
佐
平
治
さ

ん
の
お
二
人
が
務
め
て
い
ま
す
。

　
ち
ぎ
り
絵
、
き
り
絵
、
あ
と
り
絵

な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
錦
絵

で
、
二
十
三
色
や
五
十
三
色
に
挑
戦

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
材
料
費
の
一
部

は
補
助
金
を
当
て
ま
す
が
、
針
や
枠

等
約
一
万
円
の
負
担
が
必
要
と
の
こ

と
。
「
買
っ
た
ば
か
り
の
時
は
不
安
だ

っ
た
が
、
教
え
て
く
れ
る
人
が
い
る

か
ら
安
心
し
て
で
き
る
」
と
か
、
「
家

で
は
い
ろ
ん
な
用
事
が
あ
っ
て
う
ま

く
で
き
な
い
が
、
み
ん
な
が
集
ま
れ

ば
…
…
」
と
冬
の
一
日
を
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

松
代
町
囲
碁
大
会
結
果

　
　
　
　
2
月
1
8
日
（
日
）
渋
海
荘

A
ブ
ロ
ッ
ク

三二一C三二一B三二一
位位位ブ位位位ブ位位位
　　　ロ　　　　　　　ロ
高高小ツ柳佐丸ツ高寺関
野橋堺ク　藤山ク橋崎谷

光
夫
（
松
代
・

直
孝
（
松
代
・

　
清
（
松
代
・

級級級
）　）　）

　
恵
一
（
蒲
生
・
二
級
）

　
達
夫
（
室
野
・
二
級
）

藤
十
郎
（
松
代
・
四
級
）

喜
一
（
蒲
生
・
六
級
）

清
丸
（
福
島
・
四
級
）

義
男
（
松
代
・
四
級
）

松
代
町
将
棋
大
会
結
果

　
2
月
2
5
日
（
日
）
総
合
セ
ン
タ
ー

六五四三二一
｛立イ立イ立イ立イ立イ立

小
堺
義
輝

高
野
義
男

米
持
敏
雄

植
木
直
栄

石
野
英
二

池
田
福
一
郎

（
儀
明
）

（
松
代
）

（
室
野
）

（
松
代
）

（
木
和
田
原
）

（
田
野
倉
）

艦晴記

草　
　
　
（
へ
監

　
　
　
で
　
ぐ
◎
：

　
　
　
ぐ
（
覧

割
　
（
ー

　
　
　
　
ヘ
ヨ

雪
榛

　
雪
割
草
と
名
を
聞
く
だ
け
で
、

の
ぼ
の
と
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
名
は
知
っ
て
い
て
も
ど
ん
な

花
だ
っ
た
か
と
な
る
と
、
人
に
よ
っ

て
印
象
が
ま
ち
ま
ち
で
し
ょ
う
。
い

ろ
い
ろ
と
あ
る
の
で
す
か
ら
無
理
も

あ
り
ま
せ
ん
．

　
事
典
な
ど
を
見
て
も
、
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
科
の
花
と
あ
っ
た
り
サ
ク
ラ
ソ
ウ

科
の
花
と
な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
花
は
、
ス
ハ
マ
ソ

ウ
と
い
っ
て
、
山
地
の
木
々
の
下
な

ど
に
生
え
る
多
年
草
で
、
残
雪
の
時

期
に
一
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
白
や
淡

紫
色
の
小
さ
な
花
を
つ
け
ま
す
。
ス

ハ
マ
と
は
、
海
岸
に
突
き
出
た
州
や

結
婚
式
な
ど
の
祝
儀
の
時
に
飾
る
台

　
　
　
噺

　
　
篤
戸

．
．
騨

　
　
幅
謙

　
　
ほ

　
　
”
傾

の
こ
と
で
、
ス
ハ
マ
ソ
ウ
は
、
、
そ
の

葉
の
形
が
ス
ハ
マ
に
似
て
い
る
た
め

に
つ
い
た
名
前
の
よ
う
で
す
。
こ
の

花
の
別
名
を
ミ
ス
ミ
ソ
ウ
と
い
う
と

の
説
も
あ
り
、
ま
た
ミ
ス
ミ
ソ
ウ
を

雪
割
草
と
呼
ぶ
説
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
木
々
の
芽
吹
き
が
「
春
の

便
り
」
で
す
。
今
年
は
い
つ
ご
ろ
が

最
盛
期
で
し
ょ
う
か
。
三
～
五
月
は

「
全
国
緑
化
強
調
期
間
」
で
す
。
列

島
各
地
で
は
、
苗
木
の
配
布
や
住
民

参
加
の
緑
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
時
期
、
森
林
な
ど
に
出
か

け
て
緑
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
「
や
は
り
野
に
お
け
蓮
華

草
」
と
か
聞
き
ま
す
ネ
。
野
山
の
花

木
は
大
事
に
し
た
い
も
の
。

★
採
っ
て
も
（
撮
っ
て
も
）

　
　
　
　
　
い
い
の
は
写
真
だ
け
！

★
残
し
て
い
い
の
は
楽
し
い
思
い
出
。

　
（
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
）

　
野
山
に
も
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
い
春
を
！



お
め
で
と
う
全
中
出
場
，
●

　
　
　
松
代
中
学
校
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月
二
日
ま

で
礼
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
に
松
代
中
学
校
か
ら

小
堺
強
司
君
（
松
代
・
大
久
保
屋
）

が
出
場
し
、
二
十
二
位
と
健
闘
。
ま

た
、
過
去
全
中
出
場
者
の
中
で
も
、

佐
藤
純
一
君
の
八
位
、
牧
田
幸
樹
君

の
十
五
位
に
続
く
歴
代
三
位
の
記
録

劉堕馳堕
全
国
中
学
校
ス
†
大
会

堕
　
　
に
出
蜴
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
弓
堺
　
強
司

監
　
　
　
　
僕
は
、
全
中
に
出
場
し
て
本
当
に

励
煙
豹
繕
難
贈
齪
諮
ザ

留
縮
訪
薦
駄
誓
縮
雄

励
冒
狂
碗
炉
睦
齢
囲
翻

堺
強
司
暑

　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
松
代
中
学
校
で
は
、
昨
年
に
続
く

　
連
続
出
場
で
全
国
に
そ
の
名
を
高
め

　
ま
し
た
。
来
年
度
の
全
中
は
、
六
日

　
町
で
開
催
の
予
定
、
小
堺
君
に
続
く

　
後
輩
の
諸
君
の
奮
闘
を
祈
り
ま
す
。

「
こ
の
全
中
で
、
ス
キ
ー
は
一
人
で

は
で
き
な
い
、
周
り
の
人
々
に
よ
っ

て
力
が
で
る
」
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　
成
績
は
、
2
2
位
で
入
賞
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験

か
で
き
ま
し
た
。
全
中
に
出
場
し
学

ん
だ
こ
と
を
、
高
校
で
も
役
立
て
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
で
入
賞
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お年玉つき年賀はがきで

　　　　　　2等に当選！

　　（石畑・山岸健吉さん）

　
二
月
上
旬
、
石
畑
の
山
岸
健
吉
さ
ん
は
年
賀
状
の

一
枚
が
二
等
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
山

平
郵
便
局
で
賞
品
の
キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
山
岸
さ
ん
の
家
で
は
、
毎
年
二
百
五
十
枚

く
ら
い
の
年
賀
状
を
差
し
出
す
他
、
週
に
五
、
六
通

の
手
紙
を
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が

今
度
の
幸
運
に
つ
な
が
っ
た
の
か
と
い
う
お
話
で
し

た
。
山
岸
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
ボ
ケ
予
防
も
か
ね

て
手
紙
を
書
き
続
け
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
二
月
末
で
、
山
平
・
室
野
・
松
代
の
郵
便
局
管
内

で
三
等
は
合
計
十
本
く
ら
い
の
申
し
出
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
皆
さ
ん
も
春
の
忙
し
さ
の
前
に
も
う
一
度

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
引
き
換
え
は
七
月
十
五
日

ま
で
で
す
。

　
　
　
　
～
　
」
正
た
）
　
　
　
》
8

　　　　　＾喚

　
松
代
町
の
最
高
齢
者
、
石
澤
昌
美

さ
ん
が
二
月
十
日
、
肺
炎
の
た
め
、

百
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
石
澤
さ
ん
は
、
明
治
二
十
七
年
生

ま
れ
で
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
昭
和

と
町
れ
ん
省
十
敏
シ

び
。
さ
謹
は
五
》
ト

詫
徊
親
郁
輸
両
酩
醐

お
発
が
と
試
＋
《

　
　
に
り
と
す
〉
　
　
口

■

、
先
誤
る
ま
東
　
の

～
　
で
す
し
く
　
序

　
　
三
十
八
年
ま
で
、

　
　
わ
た
り
松
代
町
（
村
）

　
　
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、

　
　
会
や
農
業
委
員
会
の
委
員
、

〈
喜
び
の
山
岸
さ
ん
夫
妻

一一■お詫びと訂正■一へ

　先に発行の「町長寿者番付」

で誤りが発見されました。訂正i
するとともに謹んでお詫びい雇

します。（敬称は省略しました）i

　〈東〉十両　五十嵐敏丸　　　1

　　　《氏名》敏丸丸→敏丸　　1

序の口　西潟トシ《生年月日》　1

　大4・1・6→大4・1・81
序の口　樋口久治　　　　　　1

　　　《氏名》久司→久治　　｝

　〈西＞大関　井上ツヤ　　　　｛

　《年齢》97．5→98．5　　｝

幕下　村山ひさゐ　　　　　　1

　　　《氏名》ひたゐ→ひさゐ1
三段目　柳　春吉　　　　　　　1

　　　《氏名》春由→春吉　　1

齋藤ヨカ　　　　　　　　　　～

　　　《屋号》弥五小→弥五郎1
序の口　柳　栄藏《生年月日》1

　大3．10．13→大3．10．141

　
　
　
　
　
　
　
・
・
＝
－
響
一
一
＝
一
＝
．
一
一
一
＝
＝
一
．
璽
一
一
＝
一
一
一
層
9
。
一
＝
＝
一
甲
．
8
一
＝
＝
一
．
一
」
＝
一
一
，
一
」
”

　
　
　
　
　
　
　
三
期
十
二
年
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
員
を

　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
小

学
校
海
老
分
校
P
T
A
会
長
を
昭
和

二
十
四
年
か
ら
四
十
二
年
ま
で
十
八

年
間
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
長
年
地
域

の
た
め
に
貢
献
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

・
．
一
一
一
．
．
9
一
＝
．
－
一
Q
璽
一
一
＝
一
一
一
曹
9
一
｛
一
一
一
．
．
｛
．
一
＝
響
｛
一
．
”
璽
響
一
三
一
．
噸
．
一
｛
一
一
甲
一
f
三
印
一
f
…
一
’
一
三
一
一
」
一
三
一
…
・
一
…
齢
…
一
｛
一
…
．
‘
一
一
…
一
｛
昌
…
孟

　
　
　
ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
地
方

　
　
自
治
功
労
者
受
彰
、
同
四
十
二
年
に

　
　
は
、
県
P
T
A
連
絡
協
議
会
長
よ
り

　
　
P
T
A
活
動
へ
の
尽
力
を
表
彰
さ
れ

　
　
ま
し
た
。
更
に
、
昭
和
五
十
八
年
に

　
　
は
高
齢
者
叙
勲
に
輝
き
、
勲
六
等
瑞

　
　
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
石
澤
さ
ん
の
ご
逝
去
を
お
悔
や
み

　
　
申
し
上
げ
ま
す
．
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O

　　　　　

副会長のご紹介

　
東
京
松
代
会
は
、
一
月
十
四
日
に

東
急
文
化
会
館
に
お
い
て
新
年
総
会

を
開
催
し
、
創
立
以
来
、
こ
の
会
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
関
谷
徳
次
郎
氏

が
最
高
顧
問
に
就
任
し
、
市
川
昭
二

筆
頭
副
会
長
を
新
た
に
会
長
に
選
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、

各
地
区
の
副
会
長
も
交
代
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
①
氏
名
　
②
出
身
集
落
・
屋
号

　
③
趣
味
④
座
右
銘
⑤
皆
様
に
一

　
　
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）松苧神社の軍配（複製

　が贈呈されました。

松代
　地区

①
鈴
木
佐
一
郎
②
松
代
・
寺
の
下

③
囲
碁
・
ゴ
ル
フ

⑤
会
員
相
互
の
親
睦
と
会
の
拡
充
に

微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

峰方
　地区

①
秋
山
正
三
②
清
水
・
三
助

③
読
書
④
人
を
信
じ
己
を
信
ず

⑤
市
川
新
会
長
ご
指
導
の
も
と
東
京

と
故
郷
と
の
懸
け
橋
と
な
り
松
代
町

の
発
展
の
た
め
微
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

伊沢
　　地区

①
山
岸
弘
政
②
片
桐
山
・
沖

③
ゴ
ル
フ
、
つ
り

⑤
今
年
か
ら
伊
沢
地
区
を
代
表
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
層
「
和
」

を
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新会長から前会長に

　　　感謝状を贈呈。

①
高
橋
長
松
②
莇
平
・
桝
屋

③
読
書
・
錦
鯉
④
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　新しい松代保育園

一般公開します！

　県立自然科学館
　　　催し物のご案内
《春の特別展　パズルランド》

3月17日（日）～4月7日（日）

●趣旨　パズルを通して思考力

　や創造力を高め、情操を養え

　ます。また、大人から子ども

　まで楽しめるので、親子のコ

　ミュニケーションが図られれ

　ばと願い開催するものです。

●内容　パズルの歴史、知恵の

　輪、平面及び立体のパズル、

　でっかいパズル、パズル工作

　コーナー、どうやって作った

　のか？　コンピューターパズ

　ルなど8コーナー272点の作

　品を展示しますので、いろん

　なパズルに取り組めます。

《プラネタリウム

　　　　ぽくら地球探険隊》

　3月9日仕）から投影します。

●内容　日本は地震国といわれ

　ています。地震発生の一一因と

　考えられるプレート移動説に

　ふれながら、そのメカニズム

　に迫るため地球探険します。

●投影回数　平日は2回、第2

　・第4土曜日は3回、日曜・

　祝日は5回投影します。

●観覧料　入館料を含めて、

　大人700円、小・中学生400円

　幼児は無料（観覧券必要）

新展示品《飛行機の操縦体験》

もオープンしました。飛行機の

飛ぶ仕組みを学びながら、バー

チャルリアリティーで大型ジェ

ット機の操縦が体験できます。

【お問い合せ】　〒950新潟市

女池2010－15新潟県立自然科学館

TEL　O25－283－3331　FAX283－3336

会費500円

平成8年度交通災害共済会員募集！グ

　昨年から工事を続けてきた松

代保育園がこのほど完成し、町

民の皆様に一般公開できること

になりました。デイサービスセ

ンター「ほのぼの園」や県立松

代病院の近くです。保育園児の

いないご家庭でも、ぜひお立ち

寄りください。

【一般公開日】3月31日（日）

　　　　　午前9時～午後3時
【お問い合わせ】

役場住民課福祉係　費7－222σ

ご家族そろって加入しましょう。

　交通災害共済は、組合を構成

する県内112市町村が共同で運

営する会員相互の救済制度で、1

交通事故災害による死亡や傷害

の際、被災者やそのご家族に対

し、共済見舞金や葬祭費、死亡

弔慰金を支給する事業です。

　現在加入されている方は、平

成8年3月31日で期間満了とな

りますので、更新手続きをお薦

めします。また、交通災害共済

に加入されていない方は、ぜひ

この機会に加入し、万一に備え

てください。

1〉加入できる方は……

　申し込みの時に松代町に住所

のある方。但し、住所がなくて

も学生は加入できます。

》共済期間は……

　平成8年4月1日から平成9
年3月31日までの1年間です。

但し、4月1日以降に加入申し

込みをした場合は、加入申し込

みの翌日からになります。

1〉会費は……

　1人当たり年額500円です。

4月1日以降、年の途中で加入
される場合も同額となります。

》加入申し込みは……

　すでに嘱託員さんを通じて取

りまとめを行いましたが、中途

加入の場合は、直接総務課まで。

〉見舞金の請求期間は……

　交通災害を受けた日から起算

して1年以内、1年を経過した

場合は請求できません。

1〉見舞金の請求手続きは……

　①会員証

　②共済見舞金請求書

　③交通事故証明書、または、

　　交通事故申立て書

　④運転または同乗していた場

　　合は運転していた者の運転

　　免許証の写し

　⑤医師の診断書

　⑥その他必要に応じ交通災害

　　共済組合長の指定する書類

※なお、会員証を紛失された方

　には再発行しますので、お申

　し出ください。

1〉見舞金は別表のとおりです。

1〉詳しくは、役場総務課へおた

ずねください。智7－2220

共済見舞金等級表
等　級 災　　害　　の　程　　度 金　　額

1等級 死　　亡 120万円

2等級
自動車損害賠償保障法施行令別表の等級区
分第1級の各号に掲げる障害 70万円

3等級
自動車損害賠償保障法施行令別表の等級区
分第2級の各号に掲げる障害 40万円

4等級
治療を要した期問が7月を超え、かつ、入院
40日以上を含む実治療日数110日以上の傷害 18万円

5等級
治療を要した期間が6月を超え、かつ、入院
30日以上を含む実治療日数90日以上の傷害 15万円

6等級
治療を要した期間が5月を超え、かつ、入院
21日以上を含む実治療日数75日以上の傷害 12万円

7等級
治療を要した期間が4月を超え、かっ、入院
14日以上を含む実治療日数60日以上の傷害 10万円

8等級
治療を要した期問が3月を超え、かつ、入院
7日以上を含む実治療日数45日以上の傷害 8万円

9等級
治療を要した期間が2月を超え、かつ、入院
通院の実治療日数30日以上の傷害 6万円

10等級
治療を要した期間が1月を超え、かつ、入院
通院の実治療日数15日以上の傷害 4万円

11等級 入院通院の実治療日数7日以上の傷害 2万円

交通事故にあったら必ずすぐ

警察署に届け出てください。
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新潟ふるさと村

リフレッシュオープン！

　大改装工事を行っておりまし

たアピール館・グリーンハウス

は、このほど完成し、4月6日
（土）にリフレッシュオープンい

たします。

　アピール館では「ふるさと新

潟の暮らしと変遷」をテーマに

明治～大正～昭和への移り変り

を見て聞いて体感することがで

きます。

　また、グリーンハウスには、

新潟の花々囲まれたグリーンプ

ラザや子供の遊具を中心にチャ

イルドプラザなど、憩いの広場

としてリフレッシュします。

　魅力いっぱいになった「新潟

ふるさと村」へお越しください。

　なお、オープニングイベント

も開催いたします。

《問い合わせ先》

新潟ふるさと村アピール館

　　　　　智　025－230－3030

　県では、広く県民の皆様から

県政についての建設的なご意見

やご提言をいただくために、次

の場所に「県政ポスト」を設置

し、所定のはがきを用意してあ

ります。皆様のご意見、ご提言

をお待ちしております。

★新潟県庁舎（2か所）

★県総合・合同庁舎（17か所）

★県運転免許センター（1か所）

★市町村役場窓口（112か所）

　松代町役場では、正面玄関を

入って右側に置いてあります。

　詳しくは、県広報広聴課まで

　智025－285－5511　内線2116

新潟ふるさと村は
　黒崎インターの近くです。全

　館入館無料・大駐車場完備！

▼アピール館（シンボルタワー）

灘瀦晒心一糟「備㎝一・一瀞’淵曜’瀞・轍縦・一瀞～徽・勲脚辮’一灘・卿卿’卿聯滞＿滞備

国保の窓ロより

老人医療費一部負担金の変更
　4月1目から、老人医療費の外来（通院）の一部負担金が、

　1，010円から1，020円に引きあげられます。

【前期】

技能検定のお知らせ

　技能検定は、労働者の有する

技能を一定の基準によって検定

し、これを公証する技能の国家

検定制度です。その目的は、技

能習得意欲の増進と、職業訓練

の成果に対する社会一般の評価

を高め、労働者の技能と地位の

向上を図るもので、職業能力促

進法に基づいて実施しています。

　技能検定に合格すると特級、

1級及び単一等級は労働大臣が

2級及び3級は県知事が合格証
書を交付し、技能士の称号が与

えられます。

　【実施公示】　3月1日（金）

　【受験申請の受付】

　4月4日（木）～4月17日（水）

【実技試験問題公表】

　6月6日（木）

【実技関係試験実施日】

　6月14日（金）～9月8日（日）

【学科試験実施日】

8／25⑪9／1⑪9／4㊧9／8⑤
【実技試験統一一実施日】

8／25⑤9／1⑪9／8⑰

【合格発表】10月3日（木）

【実施職種】左官・板金・建具

製作・印刷・畳製作など56職種

【お問い合わせ・お申し込み】

〒950新潟市新光町15番地2

　　（新潟県公社総合ビル4階）

　　新潟県職業能力開発協会

　　　　　智025－283－2155

　　　　　　　　　　　　　　　　く」　、　　／凶　　ノ　　（＝　L畳』レT㌧／ノ　／￥

院時食事療養費として負担します。

1，010円 700円 　入
の院
標時
準の
負食
担事
額代

・・繭蒙　　　　　．．蘇離． 1日600円

1，020円 710円 灘灘灘il、、 90日までの入院 ※1日450円

一つの医療機関ごと

に毎月最初の診療日

に支払う。総合病院

では各診療科ごと、

医科と歯科では別々

に支払う。

入院日数分支払う（

ただし、住民税非課

税世帯で、老齢福祉

年金を受けている人

は、1日300円を2か
月間だけ支払う）。

※1日300円

A　O●蔓

．う
●
し

牽 ※1日200円

㌻
※住民税非課税世帯の方は、「標準負担額認定証（申請により交付）」が必要とな

　ります。

●食事代の標準負担額は、高額療養費を算定する自己負担額には入りません。

』
糞
謝

㎜榊灘一一一一・一・一一・滞一＿4　1’　＿贈躍、聯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　

ノら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ム●　，，

入院時食事療養費の支給　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　＼
　入院中の1日の食事にかかる費用のうち600円を一般

の被保険者の方々に負担していただき、残りを国保が入

院時食事療養費として負担します。

※住民税非課税世帯の方は、「標準負担額認定証（申請により交付）」が必要とな

ります。

●食事代の標準負担額は、高額療養費を算定する自己負担額には入りません。
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町」《

『
こ
ん
に
ち
は
』

　
松
代
町
の
み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま

し
て
。

　
私
は
、
下
越
の
方
に
あ
る
村
松
町

か
ら
や
っ
て
来
た
若
井
朋
美
と
い
い

ま
す
。
蓬
平
に
祖
父
母
が
暮
ら
し
て

若井朋美㌦
（室野・中通住宅）

お
り
、
縁
あ
っ
て
、
昨
年
の
春
か
ら

室
野
保
育
園
の
保
母
と
し
て
働
か
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
園
の
先
生
方
は
、
と
て
も
明
る
く

親
切
で
、
ま
だ
ま
だ
半
人
前
の
私
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
頼
も
し
い
先

輩
方
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は

元
気
で
素
直
で
（
た
ま
に
「
先
生
、

ブ
ス
」
、
「
先
生
、
オ
バ
バ
」
な
ど
と

い
う
時
も
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に

は
「
先
生
、
お
姫
様
」
と
い
っ
て
く

れ
る
の
で
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
す
ま
せ

ま
す
。
）
そ
し
て
、
た
く
ま
し
い
の
で

大
好
き
で
す
．

　
室
野
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
地
元
の
青
年
会
の
人
達
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
誘
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
に
は
で
き
る
だ
け
参
加
し
、
室
野

の
町
に
も
も
っ
と
親
し
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
突
然
で
す
が
、
松
代
町
に

来
て
出
会
っ
た
人
と
の
会
話
の
中
で

私
な
り
に
思
っ
た
こ
と
を
二
点
挙
げ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
話
す
言
葉
（
方
言
も
含
め
て
）
が

　
あ
っ
た
か
い
。

②
話
し
の
中
に
、
サ
ラ
リ
と
冗
談
が

　
交
じ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
で
す
。

　
こ
の
二
点
は
、
私
に
と
っ
て
、
う

ら
や
ま
し
く
思
う
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
私
は
、
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
話
す
こ
と
が
苦
手

な
の
で
、
せ
っ
か
く
松
代
町
に
来
た

と
い
う
の
に
、
ず
い
ぶ
ん
と
時
間
を

無
駄
に
過
ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
こ
ん

な
私
で
も
よ
け
れ
ば
、
見
か
け
た
時

に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い

し
ま
す
．

　男　　2，354人　　（一7人）

　女2，417人（一4人）
　計4，771人（一11人）
世帯数1，477世帯（±O世帯）

　出生1人　　死亡6人
　転入1人　　転出7人
　　　（8年2月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
圏
圃

▼
ぬ
る
い
お
風
呂
に
ゆ
っ
た
り
浸
か
る

と
疲
れ
も
取
れ
る
し
、
冷
え
性
や
不
眠

症
に
も
効
果
的
。
二
月
初
め
の
豪
雪
時

に
某
テ
レ
ビ
局
が
『
正
し
い
入
浴
法
』

と
銘
打
っ
て
放
送
し
て
い
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
い
い
！
毎
日
の
除
雪
や
車
の
運

転
で
疲
れ
き
っ
た
体
を
実
験
台
に
…
…
。

す
る
と
、
カ
ラ
ス
の
行
水
で
は
味
わ
え

な
か
っ
た
不
思
議
な
世
界
が
広
が
り
ま

し
た
。
　
一
日
の
反
省
や
未
来
へ
の
夢
、

泣
い
て
も
笑
っ
て
も
自
分
だ
け
の
世
界

で
す
。
風
呂
の
中
で
考
え
る
と
、
い
い

考
え
も
浮
か
ぶ
せ
い
か
寝
つ
き
も
良
い

し
朝
の
目
覚
め
も
ス
ッ
キ
リ
。
性
格
が

変
わ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
▼
春
眠
暁

を
覚
え
ず
、
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

熟
睡
す
る
と
早
起
き
で
き
ま
す
。
　
一
日

が
有
効
に
使
え
ま
す
。
▼
ぬ
る
ま
湯
の

効
用
、
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
だ
し
、

常
識
の
範
囲
で
あ
が
ら
ぬ
と
『
ぬ
る
ま

湯
人
生
』
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
よ
。
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（1月26日～2月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）

蝦名　浩一・五十嵐美奈哉

　　　　　（室野・中通住宅）

　げんきな良い子に（出生）

　　　もえ　か
若井　萌香～　　孝広・直美哉

　　（女の子・松代・下町住宅）

ご冥福を祈ります（死亡）

小堺直太郎凱　　　70歳
　　　　　　　（蓬平・平次郎）

石ロ　キミ凱　　95歳
　　　　　（松代・とうじろう）

石田甚市郎凱　　67歳
　　　　　　　（苧島・隠居浦）

石澤　昌美㌦　　101歳
　　　　　　　（海老・たなか）

小堺先一郎㌦　　　82歳

　　　　　　　　（儀明・浅円）

山賀　長蔵凱　　　74歳

　　　　　　（小荒所・杉ノ沢）

相澤　朋義哉　　　76歳

　　　　　　（松代・友左工門）

訂正してお詫びします

　2月号の結婚欄1行目で、山
賀一・ベロイ・マリーアンローストゥノレバさん

がペロイ・マリーアンローストゥルバさんとな

っていました。訂正してお詫び
します。

　　Oこ7hず
　こう　じ　ま　おお

＊好事魔多し

　うまい話やまたとないチャン

スには、とかく邪魔物が入りや

すいものだということ。
　　　　　　　　　すんぜんしゃくま
　　　　　　　　→寸善尺魔

信
も
鉱
き
。
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